
（高知県）

市 政 ル ポ 土
と さ

佐市

命
・
暮
ら
し
・
将
来
の
安
心
追
求
で
子
育
て
世
代
に
人
気

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
は
健
康
都
市
づ
く
り
!!

土佐藩初期の家老・野中兼山が開削を指揮した鎌田井筋は現在
も貴重な農業・生活用水の役割を遂行中だ（左の石碑は野中兼
山の顕彰碑）

板
いたはらよしふみ

原啓文
土佐市長

子
育
て
世
代
の
移
住
者
が 

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
増
え
る
人
気
の
秘
密

　

西
日
本
の
最
高
峰
・
石
鎚
山
系
を
源
流
と
し
、

「
日
本
一
の
清
流
」
と
の
呼
び
声
も
高
い
仁
淀
川
の

河
口
部
に
位
置
、
市
域
南
部
が
太
平
洋
の
海
岸
線

に
縁
ど
ら
れ
て
い
る
風
光
明
媚
な
水
郷
都
市
・
土

佐
市
（
旧
高
岡
郡
高
岡
町
か
ら

単
独
昇
格
）
が
誕
生
し
た
の

は
、
昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年

１
月
１
日
。
日
本
社
会
が
高

度
経
済
成
長
時
代
に
突
入
し
、

こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
本
格
的

な
経
済
的
繁
栄
を
極
め
よ
う

と
し
て
い
た
矢
先
の
頃
の
こ

と
で
、
土
佐
市
は
本
年
の
元

日
を
も
っ
て
市
制
施
行
65
周

年
の
節
目
を
迎
え
て
い
る
。

　

高
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
。
県

都
・
高
知
市
の
中
心
部
か
ら
も
車
で
約
30
分
の
至

近
距
離
に
位
置
す
る
土
佐
市
は
、
近
年
、
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
の
評
価
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
同

時
に
、
魚
種
豊
富
な
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
古
来
盛
ん
だ
っ
た
沿
岸
漁
業
お
よ
び
水
産

加
工
業
（
か
つ
お
節
製
造
な
ど
）
に
加
え
、
温
暖
な

気
候
や
豊
富
な
水
資
源
の
恩
恵
な
ど
に
よ
り
、
米

作
り
を
中
心
と
す
る
農
業
や
各
種
の
施
設
園
芸
、

土
佐
文
旦
な
ど
の
果
樹
栽
培
と
い
っ
た
伝
統
的
な

地
場
産
業
も
、
変
わ
ら
ず
健
在
だ
。

　

ま
た
、
仁
淀
川
の
存
在
と
、
そ
の
清せ
い
れ
つ冽
な
水
を

市
域
に
直
接
引
き
入
れ
、
活
用
す
る
鎌か
ま
た
い
す
じ

田
井
筋
（
近

世
初
期
の
土
佐
藩
の
執
政
・
野
中
兼
山
が
奉
行
時

代
に
開
削
し
た
農
業
用
水
・
生
活
用
水
）の
存
在
は
、

現
在
、
水
郷
都
市
・
土
佐
市
の
市
街
地
に
お
け
る

象
徴
的
な
景
観
を
も
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
豊
か

な
水
資
源
を
活
用
し
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
続
く

「
土
佐
和
紙
」
を
ル
ー
ツ
に
発
展
し
た
近
代
製
紙
産

業
も
、
農
業
・
漁
業
と
並
ぶ
土
佐
市
の
基
幹
産
業

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に

数
々
の
地
域
資

源
・
財
産
に
恵
ま

れ
た
土
佐
市
で
は
あ
る
が
、

全
国
の
地
方
都
市
と
同
様
、
人
口
減
少
が

最
大
の
地
域
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

取
材（
本
年
２
月
９
日
）直
前
、
本
年
２
月
１
日
の

時
点
に
お
け
る
土
佐
市
の
人
口
は
２
万
５
９
７
５

人
。
土
佐
市
の
人
口
の
ピ
ー
ク
は
、
旧
高
岡
町
時
代

に
当
た
る
昭
和
25（
１
９
５
０
）年
の
３
万
４
１
０
７

人
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
市
制
施
行
を
挟
ん
で
、
土
佐
市
の
人
口

は
長
期
的
な
漸
減
傾
向
が
続
き
、
昭
和
45（
１
９
７
０
）
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年
か
ら
60（
１
９
８
５
）年
ま
で

は
一
時
的
に
増
加
傾
向
を
見
せ

る
も
、
再
び
減
少
を
始
め
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
そ
の
間
の
減
少

は
「
漸
減
」
に
近
い
も
の
で
あ

り
、
極
端
な
落
ち
込
み
は
な
い
。

そ
の
要
因
は
多
様
だ
ろ
う
が
、

一
つ
に
は
、
安
定
的
な
地
場
産

業
を
持
つ
地
域
性
の
た
ま
も

の
、
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

加
え
て
近
年
、
長
期
低
落

（
漸
減
）傾
向
を
見
せ
て
き
た
土

佐
市
の
人
口
動
態
に
は
、
一
つ
の
明
る
い
兆
し
が
表

れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
子
育
て
世
代
お
よ
び
子
育
て

世
帯
を
中
心
と
す
る
移
住
者
の
増
加
傾
向
が
持
続
し

て
い
る
こ
と
。
付
随
し
て
合
計
特
殊
出
生
率
が
上
昇

し
つ
つ
あ
る
こ
と
だ
。

　
「
人
口
の
総
数
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
ま

だ
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
子
育
て
世
代
・

子
育
て
世
帯
の
移
住
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

土
佐
市
で
は
今
、
ち
ょ
っ
と
し
た
住
宅
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
の
様
相
も
呈
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
土
佐
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
平
成

25（
２
０
１
３
）年
お
よ
び
平
成
26（
２
０
１
４
）年
あ

た
り
ま
で
は
、
当
時
の
全
国
平
均
１
・
43
前
後
、
高

知
県
の
平
均
１
・
50
前
後
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
か
ら
は
両
者

を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年

に
は
、
平
成
27
年
の
１
・
57
、
平
成
28（
２
０
１
６
）

年
の
１
・
64
か
ら
１
・
83
へ
と
、
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
傾
向
は
今
も
続
い
て
お
り
、
令
和
５

（
２
０
２
３
）年
の
段
階
で
は
１
・
91
に
ま
で
上
昇
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
な
ん
と
か
、
合
計
特
殊
出
生

率
の
目
標
値
で
あ
る
２
・
０
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
の
で
す
が（
笑
）、
そ
れ
は
ま
だ
ち
ょ
っ

と
難
し
い
で
し
ょ
う
ね
」

　

板
原
啓
文
土
佐
市
長
（
５
期
17
年
目
）
は
そ
う
控

え
め
に
語
る
。
し
か
し
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
目

に
見
え
る
上
昇
傾
向
は
、
社
会
増
に
よ
る
人
口
増

が
単
な
る
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
持
続
的
に

な
っ
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
示
す

も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
特
に
平
成
25
年
か
ら
26
年
以

降
に
、
子
育
て
世
代
・
子
育
て
世
帯
の
継
続
的
な

増
加
が
目
立
ち
始
め
た
直
接
の
要
因
は
、
ど
こ
に

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
そ
の
大
き

な
要
因
の
一
つ

は
、
国
土
交
通

省
の
直
轄
事
業

に
よ
り
、
平
成

24
（
２
０
１
２
）

年
５
月
か
ら
供

用
開
始
さ
れ
た

波は

げ介
川
河
口
導

流
路
の
存
在
に

あ
る
の
で
は
な

い
か
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

古
来
、
洪
水
被
害
の
多
い
仁
淀
川
の
沿
岸
は
、
数

多
く
の
支
流
も
含
め
、
古
く
か
ら
治
水
事
業
が
繰
り

返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
で
も
続
い
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
土
佐
市
の
市
域
で
特
に
問
題
に
な
っ

て
い
た
の
は
、
市
域
を
南
北
に
分
け
る
形
で
横
断

し
、
仁
淀
川
の
河
口
か
ら
２
・
２
㎞
付
近
の
地
点
で

仁
淀
川
に
合
流
す
る
波
介
川
の
流
域
で
す
。

　

波
介
川
の
流
域
は
、
上
流
に
行
く
ほ
ど
堤
防
の

横
の
土
地
が
低
い『
低
奥
型
地
形
』を
呈
し
て
お
り
、

洪
水
時
に
は
仁
淀
川
の
水
位
が
波
介
川
の
水
位
を

上
回
っ
て
流
れ
込
ん
で
く
る
た
め
、
洪
水
を
引
き

起
こ
し
や
す
い
の
で
す
。
し
か
も
地
形
的
に
、
水

が
引
き
に
く
い
こ
と
か
ら
、
復
旧
事
業
な
ど
も
な

か
な
か
進
ま
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

紺碧の太平洋と仁淀ブルーが合流する仁淀川河口部の絶景

新居緑地公園（新居地区）は移住者を含む子育て世代に大
人気で、年間利用者10万人を超える

土佐市

高知市
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し
か
し
、
波
介
川
河
口
導
流
路
が
完
成
し
た
こ

と
で
洪
水
被
害
が
減
少
、
供
用
開
始
直
後
の
平
成

26
年
８
月
に
台
風
11
号
・
12
号
が
続
け
て
襲
来
し

た
際
に
も
、
事
業
実
施
前
の
同
様
の
規
模
の
台
風

が
襲
来
し
た
時
と
比
べ
る
と
、
浸
水
面
積
は
63
％

も
減
少
し
ま
し
た
。
浸
水
家
屋
に
至
っ
て
は
92
％

の
減
少
、
つ
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
完
璧
に
近
い
形
で

家
屋
浸
水
の
恐
れ
が
な
く
な
っ
た
の
で
す
」

子
育
て
支
援
と
災
害
対
策
が
奏
功 

「
命
・
暮
ら
し
・
将
来
」の
安
心

　

国
土
交
通
省
が
そ
の
当
時
発
信
し
た
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
に
よ
る
と
、
平
成
26
年
８
月
の
台
風
に
よ

る
家
屋
浸
水
被
害
が
激
減
し
た
結
果
の
「
被
害
軽
減

額
」は
、
総
額
約
27
億
円
に
上
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
実
は
こ
の
家
屋
浸
水
被
害
を
受
け
や

す
か
っ
た
、
波
介
川
上
流
の
エ
リ
ア
こ
そ
は
、
市

役
所
を
中
心
と
す
る
中
心
市
街
地
お
よ
び
、
高
知

自
動
車
道
・
土
佐
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
集
中
す
る
市
内
・

高
岡
地
区
の
周
縁
部
な
の
だ
。

　

高
知
市
か
ら
約
30
分
で
直
結
す
る
土
佐
Ｉ
Ｃ
や

中
心
市
街
地
に
近
い
エ
リ
ア
の
洪
水
被
害
、
家
屋

浸
水
被
害
の
恐
れ
が
激
減
し
た
効
果
は
非
常
に
大

き
い
。
土
佐
市
は
高
知
市
へ
の
通
勤
圏
と
し
て
、

従
来
以
上
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
、
付
随

し
て
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
開
発
計
画
の
動
き
が
活
発

化
。
子
育
て
世
代
・
子
育
て
世
帯
の
注
目
度
も
一

気
に
上
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
土
佐
市
に
お
け
る
人
口
動
態
の

一
つ
の
光
明
と
し
て
の
、
子
育
て
世
代
・
子
育
て

世
帯
の
増
加
傾
向
は
、
ま
さ
に
「
エ
ビ
デ
ン
ス
（
根

拠
）の
あ
る
現
象
」で
あ
り
、
前
述
し
た
よ
う
に「
持

続
性
を
伴
う
も
の
」と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
た
だ
、
そ
の
お
か
げ
で
、
と
い
い
ま
す
か
、
長

年
に
わ
た
っ
て
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
う
た
い
文
句
に

し
て
い
た
、
土
佐
市
の
保
育
園
へ
の
入
園
希
望
者

が
急
速
に
増
え
た
た
め
、
こ
の
と
こ
ろ
保
育
士
が

不
足
気
味
に
な
り
、
一
部
の
お
子
さ
ん
に
は
入
園

を
待
機
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
は
、

早
急
に
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

経
験
は
近
来
に
な
い
こ
と
で
、
ま
さ
に
う
れ
し
い

悲
鳴
と
も
い
え
ま
す（
笑
）」

　

先
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
土
佐
市
に
子
育
て

世
代
・
子
育
て
世
帯
が
増
え
て
い
る
現
象
に
は
、

高
知
市
な
ど
へ
の
通
勤
圏
と
し
て
の
有
効
性
だ
け

で
な
く
、
安
定
し
た
地
場
産
業
の
存
在
や
子
育
て

環
境
に
適
し
た
豊
か
な
自
然
環
境
な
ど
の
エ
ビ
デ

ン
ス
が
あ
る
。
そ
こ
へ
洪
水
に
遭
い
に
く
い
市
街

地
と
い
う
要
素
が
加
わ
っ
た
。
そ
う
し
た
地
域
資

源
・
地
域
財
産
や
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
が
基
盤

と
な
る
エ
ビ
デ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
見
逃
せ
な
い

の
は
板
原
市
長
が
就
任
以
来
、
５
期
に
わ
た
り
地

道
に
積
み
上
げ
て
き
た
子
育
て
支
援
の
実
績
だ
。

　

実
際
、
昭
和
30（
１
９
５
５
）年
に
土
佐
市（
旧
高

岡
町
）に
生
ま
れ
、
昭
和
53（
１
９
７
８
）年
に
土
佐

市
役
所
に
入
職
、
企
画
調
整
課
長
や
総
務
課
長
な

ど
を
歴
任
し
な
が
ら
、
長
期
的
に
人
口
減
少
を
続 冬でも深いブルーをたたえる仁淀川中流部（土佐市内）

仁淀川の洪水による浸水被害を防ぐため随時行われている強靭化工事

MAY 2024 市政 16



土佐市　市 政 ル ポ

（高知県）

け
る
土
佐
市
の
地
域
課
題
に
常
に
向
き
合
っ
て
き

た
板
原
市
長
に
と
っ
て
、
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年

10
月
の
市
長
選
に
初
出
馬
し
当
選
し
た
際
の
最
大

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
人
口
減
少
対
策
で
あ
り
、

子
育
て
支
援
だ
っ
た
。

　
「
国
が
現
在
提
唱
す
る
『
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
』

は
、
ま
さ
に
私
が
就
任
当
初
か
ら
追
求
し
て
き
た
、

数
々
の
施
策
・
事
業
の
基
本
理
念
と
も
一
致
す
る
も

の
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
予
算
規

模
の
問
題
も
あ

り
ま
す
の
で
、

そ
ん
な
に
大
々

的
な
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
第
２
子

が
保
育
園
に
入

園
す
る
際
は
保

育
料
半
額
、
３

人
目
は
無
料
と

い
う
よ
う
な
、

現
在
で
は
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に

な
っ
て
い
る
施

策
も
、
16
年
前

の
就
任
当
初
か

ら
実
施
し
、
マ

ス
コ
ミ
な
ど
か

ら
も
ず
い
ぶ
ん

『
画
期
的
』と
の

評
価
も
頂
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
細
か
い
こ
と

は
挙
げ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
努
力
の
積
み
重
ね

も
、
近
年
の
子
育
て
世
代
・
子
育
て
世
帯
が
入
っ
て

き
て
く
れ
る
こ
と
の
、
遠
因
を
形
成
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
ん
な
手
応
え
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
時
宜
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
・
対
策

を
臨
機
応
変
に
、
今
後
と
も
随
時
、
実
施
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
」

　

こ
れ
ま
で
も
再
三
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
土
佐

市
は
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
隣
接

す
る
県
都
・
高
知
市
と
の
市
境
は
「
仁
淀
ブ
ル
ー
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
青
々
と
美
し
い
流
れ
を
有
し
、

水
質
日
本
一
と
も
さ
れ
る
仁
淀
川
だ
。
市
域
南
側

は
仁
淀
川
が
注
ぎ
込
む
紺こ
ん
ぺ
き碧

の
太
平
洋
に
面
し
、

中
心
市
街
地
か
ら
北
部
の
中
山
間
地
に
至
る
平
野

部
に
は
、
野
中
兼
山
が
開
削
事
業
を
け
ん
引
し
た

鎌
田
井
筋
が
、
網
の
目
の
よ
う
に
走
る
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
か

ら
生
ま
れ
る
海
・
山
・

川
・
里
の
豊
か
な
恵
み

は
、
代
表
的
な
も
の
を

挙
げ
た
だ
け
で
も
、
太

平
洋
の
恵
み「
カ
ツ
オ
・

か
つ
お
節
」、
大
地
の

恵
み「
し
ょ
う
が
・
ピ
ー

マ
ン
・
土
佐
文
旦
」、

仁
淀
川
の
恵
み「
ア
ユ
・

ツ
ガ
ニ
」
な
ど
、
全
国

的
な
知
名
度
を
誇
る
も

の
が
多
い
。

　

こ
れ
ら
の
食
の
魅
力
に
、
製
紙
産
業
が
生
み
出

す
高
品
質
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
な
ど
の
紙
製
品
な
ど
を
合
わ
せ
、
地
場
産
品

の
返
礼
品
が
好
評
な
土
佐
市
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
よ
る
寄
付
金
額
は
、「
平
成
30（
２
０
１
８
）年
度

か
ら
令
和
５
年
度
の
６
年
間
で
10
倍
以
上
も
の
成

長
を
示
し
て
い
る
」（
板
原
市
長
）ほ
ど
、
大
変
な
人

気
ぶ
り
だ
。
具
体
的
に
は
、
平
成
30
年
度
に
約

４
２
０
０
万
円
だ
っ
た
寄
付
総
額
は
、
令
和
５
年

度
に
７
億
５
０
０
０
万
円
超
に
達
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
魅
力
的
な
産
品
を
生
み
出
す

河
川
や
海
・
山
に
囲
ま
れ
た
一
見
の
ど
か
な
自
然
環

境
は
、
前
述
し
た
仁
淀
川
水
系
の
洪
水
を
は
じ
め
と

す
る
、
自
然
災
害
の
要
因
と
も
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
自
然
災
害
へ
の
対
策
、
と
り
わ
け
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
よ
る
地
震
・
津
波
対
策
こ
そ
は
、
土

佐
市
に
と
っ
て
人
口
減
少
対
策
と
並
ぶ
、
も
う
一

土佐市を代表する果実・土佐文旦は「土佐市ふるさと納税・
返礼品」の目玉商品になっている

土佐市内・宇佐港から出発するホエールウオッチングは
観光客に大人気

地下に免震装置、4Fに自家発電設備を配置するなど防災機能満載の
土佐市・新庁舎（令和4年6月完成）

令和4年完成の土佐市複合文化施設「つなーで」内の市民図書館は斬
新なレイアウトと豊富な蔵書で大好評だ
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つ
の
代
表
的
な
地
域
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
土
佐
市
で
は
令
和

５
年
２
月
、
最
新
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
発
行
し
、
市
民
に
配

布
し
た
。
そ
の
表
紙
に
は「
洪
水
・

土
砂
・
津
波
」
の
文
字
が
大
き
く

躍
っ
て
お
り
、
土
佐
市
に
想
定

さ
れ
て
い
る
自
然
災
害
が
「
複
合

的
」
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
物

語
っ
て
い
る
。

　
「
東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
従

来
の
災
害
予
測
お
よ
び
対
策
は
、

大
き
な
軌
道
修
正
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
ご
承
知
の
よ
う

に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い

て
も
、
震
度
や
津
波
の
想
定
数

値
が
大
き
く
変
化
し
、
現
時
点

で
は
土
佐
市
に
襲
来
す
る
津
波

の
高
さ
も
、
最
高
25
ｍ
程
度
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仁
淀
川
と
太
平
洋
に
直
接
面

し
て
い
る
土
佐
市
で
は
、
そ
の
た

め
の
複
合
的
な
対
策
が
、
常
に
付

い
て
回
る
の
が
宿
命
の
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
、
通

常
の
施
策
と
、
災
害
対
策
と
が
複

合
的
に
絡
み
合
う
ケ
ー
ス
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
い

い
ま
す
と
、
例
え
ば
沿
岸
部
の
宇

佐
地
区
な
ど
の
保
育
園
や
小

学
校
、
中
学
校
な
ど
は
現
在
、

通
常
の
人
口
減
少
対
策
と
し

て
の
立
地
適
正
化
計
画
と
、

災
害
対
策
の
両
面
か
ら
検
討

し
た
統
合
移
転
計
画
が
進
み

つ
つ
あ
り
、
統
合
保
育
園
の

完
成
が
令
和
８
年
度
の
予
定

で
す
。

　

そ
の
間
に
南
海
ト
ラ
フ
が

発
生
し
な
い
こ
と
を
祈
り
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
に
本
年
の

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
の
被
災
状
況
や
、
そ
の

後
の
復
旧
事
業
の
困
難
な
様
子
に
は
、
大
き
な
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
砂
地
の
多
い
土
佐
市
の

沿
岸
部
は
、
能
登
半
島
と
同
様
、
震
災
に
付
随
す

る
液
状
化
が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

能
登
半
島
地
震
の
発
生
を
受
け
、
土
佐
市
で
は
早

速
、
保
健
師
を
支
援
の
た
め
派
遣
し
ま
し
た
が
、

今
後
は
土
木
の
専
門
職
員
、
防
災
の
担
当
職
員
も

派
遣
し
、
復
旧
支
援
と
情
報
収
集
を
心
が
け
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
『
明
日
は
わ
が
身
』

の
心
境
な
の
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
後
の
平
成
25
年
の
想

定
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

土
佐
市
で
は
２
５
０
０
人
も
の
死
者
が
出
る
だ
ろ

う
と
予
測
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
10
年
間
か
け
、

多
彩
な
対
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、

死
者
２
５
０
０
人
の
予
測
数
値
は
そ
れ
な
り
に
軽

減
さ
れ
て
く
る
は
ず
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
能
登
半
島
地
震
の
結
果
を
受
け
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
基
に
、
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
」

健
康
都
市
の
実
現
が
も
た
ら
す 

全
世
代
に
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

　

土
佐
市
に
は
も
う
一
つ
、
現
在
、
市
を
挙
げ
て

克
服
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
課
題
が
あ
る
。
そ

れ
は「
市
民
の
健
康
問
題
で
す
」と
板
原
市
長
。

　
「
土
佐
市
で
は
令
和
４（
２
０
２
２
）年
12
月
20
日

に
健
康
都
市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
な

ど
の
影
響
も
あ
り
、
記
念
式
典
は
令
和
５
年
３
月

５
日
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
す
べ

て
の
市
民
が
安
心
し
て
健
や
か
に
生
活
す
る
こ
と 清瀧寺の周囲を巡る遍路道は国指定史跡

土佐市では町内会単位の一時避難所（津波の想定値・標高25ｍ以上の高台）を
46カ所整備。写真は一時避難所に至る山沿いの長い階段

保育園や小学校、中学校などの高台への統合移転を進める土佐市。写真は平地
に設けられた津波避難タワー（宇佐地区）

西暦723年創建と伝わる四国八十八カ所霊場35番の清瀧寺（きよたきじ）
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土佐市　市 政 ル ポ

（高知県）

が
で
き
る
健
康
都
市
』
と
い
う
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
、
土
佐
市
流

の
全
市
を
挙
げ
た
取
り
組
み
で
す
」

　

市
民
の
健
康
推
進
や
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
環
境
を
整
え
、
維
持
し

て
い
く
と
い
う
意
味
合
い
に
捉
え
れ
ば
、
ご
く
普

通
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
と

も
受
け
取
れ
る
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
大
枠
と
し
て
は
そ
う
い
う
意
味
合

い
に
捉
え
て
い
た
だ
い
て
構
わ
な
い
の
で
す
が
、

土
佐
市
の
場
合
、
市
民
の
健
康
推
進
と
い
う
課
題

に
は
も
う
少
し
切
実
な
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。

実
際
問
題
と
し
て
、
土
佐
市
民
は
『
総
体
的
に
不
健

康
』な
の
で
す（
笑
）」

　

そ
う
聞
い
て
思
わ
ず
耳
を
疑
っ
た
の
だ
が
、「
土

佐
市
は
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
が
近
年
ず
っ
と
全

国
上
位
に
あ
り
、
ワ
ー
ス
ト
１
に
な
っ
た
こ
と
さ

え
あ
り
ま
す
」と
、
板
原
市
長
は
苦
笑
す
る
。

　
「
土
佐
市
は
人
口
総
数
に
対
し
、
市
内
に
医
療
機

関
が
多
い
土
地
柄
で
す
。
県
都
・
高
知
市
に
も
近

い
た
め
特
に
高
齢
者
の
『
受
診
環
境
』
が
良
す
ぎ
る

と
い
う
こ
と
も
原
因
の
一
つ
か
と
思
い
ま
す
が
、

と
に
か
く
市
民
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
な
か
な

か
下
が
ら
な
い
。
こ
れ
は
土
佐
市
に
も
高
知
県
全

体
に
も
い
え
る
こ
と
で
す
が
、
例
え
ば
子
ど
も
に

つ
い
て
も
高
知
県
の
小
学
生
の
肥
満
度
は
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、
と
す
る
デ
ー
タ
が
平
成
23

（
２
０
１
１
）年
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
子
ど
も
の
肥
満
対
策
に
つ
い
て
は
高
知
県

立
大
学
と
の
連
携
で
、
平
成
24
年
に
『
と
さ
っ
子
健

診
』
と
い
う
制
度
を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習

慣
病
予
防
を
他
市
に
先
駆
け
て
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
努
力
を
重
ね
な
が
ら
、
令
和
２

（
２
０
２
０
）
年
度
か
ら
10
年
間
の
取
り
組
み
指
針

『
第
３
期
土
佐
市
健
康
増
進
計
画
』と『
第
３
期
土
佐

市
食
育
推
進
計
画
』
を
同
時
に
策
定
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
食
生
活
の
改
善
か
ら
始
め
、
子
ど
も
の
う

ち
か
ら
指
導
す
る
生
活
習
慣
病
予
防
の
蓄
積
の
上

に
、
市
民
一
人
一
人
が
心
と
身
体
に
関
心
を
持
ち
、

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
生
涯
に
わ
た
る
心
身

の
健
康
を
育
ん
で
い
こ
う
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ら

の
計
画
の
基
本
理
念
で
す
」

　

か
く
し
て
、
土
佐
市
で
は
現
在
、
健
康
都
市
宣

言
に
基
づ
く
、
全
世
代
の
市
民
を
対
象
に
、
健
康

の
維
持
・
増
進
に
向
け
た
啓
発
事
業
が
推
進
さ
れ

て
い
る
。

　

当
然
の
こ
と
だ
が
、

こ
れ
は
「
終
わ
り
の
な

い
取
り
組
み
」（
板
原
市

長
）
で
あ
り
、
そ
れ
だ

け
に
エ
ン
ド
レ
ス
に
積

み
重
ね
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
土
佐
市

に
は
、
古
来
よ
り
延
々

繰
り
返
さ
れ
、
官
民
と

も
に
半
ば
諦
め
の
境
地

に
も
な
り
か
か
っ
て
い

た
洪
水
対
策
に
関
し

て
、
近
年
、
前
述
の
波

介
川
河
口
導
流
路
の
完

成
で
、
市
街
地
の
家
屋
浸
水
被
害
を
一
気
に
減
ら
し

た
事
例
の
よ
う
な
、
輝
か
し
い《
成
功
体
験
》も
あ
る
。

　

か
つ
て
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
に
な
り
、
現
在
も

課
題
に
な
っ
て
い
る
医
療
費
問
題
に
つ
い
て
も
、

健
康
都
市
宣
言
に
基
づ
く
地
道
な
努
力
を
飽
か
ず

続
け
て
い
く
う
ち
に
は
、
い
つ
か
目
に
見
え
る
効

果
が
も
た
ら
さ
れ
る
は
ず
だ
。

　

さ
ら
に
そ
う
し
た
地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
、

現
在
も
増
え
続
け
る
子
育
て
世
代
に
よ
る
「
合
計
特

殊
出
生
率
の
上
昇
」
現
象
な
ど
と
合
体
す
れ
ば
、
土

佐
市
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
の
時
点

で
結
実
化
へ
の
道
の
り
が
明
確
に
見
え
て
く
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
推
移
が
、
大
い
に

期
待
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
６
年
２
月
９
日
）健康都市宣言1周年記念に実施された「健康パレードウォーク」（令和5年12月）

市内各所を巡り健康増進・観光振興のタスクをも果たす「フォトロゲイニング」
はオーストラリア生まれの新スポーツだ
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